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1 令和 2年度の取組概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.今年度の取組の実施概要 

区分 取組名 概要 

新型コロナウ

イルス感染症

対策 

基本的な感染症対策

とガイドライン等の

作成 

４月よりＮバスの車両や各窓口における感染症対策を実施し５

月にガイドラインと対応マニュアルを作成した。 

Ｎ得クーポンの展開 市内対象飲食店で利用可能なクーポン券をＮバス車内に設置

し、市内飲食店の支援を行った。 

抗ウイルスコーティ

ングの施工 

接触感染を防ぐためにＮバス、おでかけなんじぃ、バス待合所、

出張所等において抗ウイルスコーティングを施工した。 

公共交通利用

促進策 

1 日乗車券の販売 6 月 1 日より N バスの 1 日乗車券を販売。大人 1 日 700 円。 

Nバス無料期間の設定 N バスの利用促進に向け、8 月の土日祝日、10 月の 1 周年に無料

期間を設定 

土日利用促進イベン

トの実施 

１２月、１月、２月の第４土日において利用者にガラポンによ

る景品贈呈やなんじぃによるお菓子の配布を行った。 

公共交通便りの作成 南城市全世帯に発行 

N バス 8 号車の導入 通学需要に対応するために、従来使用していた小型のバス（日野・

ポンチョ）より大きい中型のバスである 8 号車を B 系統に導入 

バス旅イメージ動画

の制作 

バス旅のイメージを高めるためにオリジナル動画を制作しＮバ

ス車載サイネージやＳＮＳ等で展開した。 

バス旅フェスティバ

ルの開催 

１月と２月にバス旅フェスティバルを開催し熱気球とＮバスを

セットにした南城市散策を促進した。 

バス旅ガイドの育成 Ｎバスを乗り継ぎながら南城市巡りをする際に必要となるガイ

ド人材の育成モニターツアーを実施した。 

バス旅アプリの実証

実験 

ＮＥＣｿﾘｭｰｼｮﾝｲﾉﾍﾞｰﾀ（株）と連携してＮバスで南城市巡りをし

ながらミッションをクリアしていくアプリを開発しモニターツ

アーを行った。 

網計画の中間

評価 

市民アンケート 市民を対象に、再編後の交通サービスに対する評価等を把握 

観光客アンケート 観光客を対象に、再編後の交通サービスに対する評価等を把握 

中間評価 上記調査結果等をもとに網計画の施策の実施状況や、目標値の達成

状況を評価。 

  

●今年度は、利用促進の取組として、6 月 1 日から 1 日乗車券の販売、8 月、10 月の土日祝日

に N バス無料期間の設定、11 月 17 日から、対象店舗で特典を受けられる N 得クーポンを発

行しました。また、利用促進イベントや公共交通だよりの発行（7 月、3 月）を行いました。 

●今年度は 2017 年（平成 29 年）3 月に策定した南城市地域公共交通網形成計画の中間評価

年度となっており、評価のため市民アンケートと観光客アンケートを実施しました。 
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2 公共交通利用促進策 

2.1 1日乗車券の販売 

 

 

 

 

 

表 2.1日乗車券の料金 

区分 通常運賃 回数券 
1日乗車券 1日乗車券の元を取る利用回数 

通常運賃 回数券 

大人 300 円 160 円 700 円 2.3 回 4.4 回 

中高生 300 円 80 円 500 円 1.7 回 6.3 回 

小人 150 80 円 350 円 2.3 回 4.4 回 

※未就学児は無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.1日乗車券 

 

 

 

  

●6 月 1 日（月）より、N バスの乗り継ぎ利便性の向上、N バスを使った市内の回遊促進を図る

ため、１日乗車券を販売しました。 

●1 日乗車券は、沖縄バス南城出張所（南城市役所 1 階レストラン隣）で販売しています。 

●また、南城市観光協会、あざま共同売店においても試験販売を行っています。 
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2.2 1周年の無料期間の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.令和 2年 8月の無料乗車イベントのチラシ 

●令和 2 年 8 月の 1 ヶ月間では N バスの利用促進に向けて、土日祝日の N バスの乗車を無料に

するキャンペーンを行いました。 

●また、令和 2 年 10 月 1 日（木）より 11 月 1 日（日）までの約 1 ヶ月間、N バス 1 周年記

念企画として、期間中の土日祝日は N バスを無料とする他、缶バッジのプレゼントや記念グッ

ズの配布などを行いました。 
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図-3.令和 2年 10月の無料乗車イベントのチラシ 
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図-4.無料乗車イベント前後月の土曜日の日平均利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.無料乗車イベント前後月の日祝日の日平均利用者数 
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●無料期間中の土日祝日の利用者数は以下の通りであり、8 月の土曜日が 205 人/日、10 月の

土曜日が 426 人/日、8 月の日祝日が 169 人/日、10 月の日祝日が 452 人/日もの利用があ

り、イベント前後月の同日の日平均利用者より多くなっています。 

※8/1～9/5 は沖縄県独自の緊急事態宣言が発令 
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2.3 公共交通便りの作成 

 

 

 

 

表 3.公共交通だよりの仕様 

項目 内容 

用紙 A4、両面、カラー 

部数 15,000 部 

発行回数 年 2 回 

 

表 4.公共交通だよりの記載内容 

回数 時期 記載内容 

第 7 号 7 月 ●新型コロナへの対応について 

●1 日乗車券の販売について 

●N バス・路線バスの案内について 

第 8 号 3 月 ●新型コロナへの対応について 

●公共交通マップについて 

●市民・観光客アンケートの結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.第 7号公共交通だより  

●網計画の施策 5-6.モビリティ・マネジメントの一環として、7 月と 3 月に公共交通便りを発

行しました。 
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図-7.第 8号公共交通だより 
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3 中間評価 

3.1 市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

表 5.市民アンケートの調査概要 

項目 H28 調査 R2 調査 

調査対象 15 歳以上の南城市民 同左 

調査方法 自治会長を通じた訪問配布、訪問回収 同左 

配布票数 68 行政区×20世帯×3部＝4,080 部 68 行政区×20 世帯×3 部＝4,080 部 

想定回収数 回収率 30％と想定して、1,224 票 

（実際は 2,018 票回収、回収率

49.5％） 

回収率 40％と想定して、1,632 票 

 

調査実施 

時期 

9 月～10 月 11 月 

 

  

●網計画の評価、2019 年 10 月の再編後の公共交通の利用状況、新型コロナによる行動変容の

実態等を把握するため、市民アンケートを実施しました。 

●調査は 11 月に、自治会長通じた配布、郵送回収により実施しました。 

●なお、アンケート結果概要は P10 以降に、中間評価に関する結果は資料④に記載しています。 
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表 6.市民アンケートの把握項目 

区分 H28 調査 
R2 調査 該当する網計画の 

目標値 

属性 性別、年齢、住所、運転免許の有
無 

同左  

移動実態と
公共交通の
利用状況 

公共交通の認知度 －  

おでかけなんじぃの認知度、利用
の有無 

－ 
 

通勤・通学・買い物・その他私用
の目的別外出状況（頻度、行き先、
交通手段） 

通勤・通学・買い物・通院・
その他私用の目的別外出状況
（頻度、行き先、交通手段） 

公共交通の分担率 

－ 
新型コロナ後の外出頻度、外
出先、交通手段の変化 

 

乗り継ぎ等
の実態・問
題点・要望 

公共交通の利用状況 －  

公共交通を利用しない理由 
同左＋乗り継ぎに関して不便
な点 

 

公共交通の乗り継ぎの有無 －  

乗り継ぎ利用時の目的地 －  

乗り継ぎ場所 －  

乗り継ぎの問題点 －  

バス停までの送迎の有無 －  

送迎時のバス停、目的地 －  

バス停での駐車場整備時のバス
の利用意向 

－ 
 

公共交通の
再編の評価 

－ 
公共交通再編の認知度、再編
事業毎の認知度 

 

 再編後の移動手段の変化  

－ 
N バスの認知度、利用の頻度、
幹線バスとの乗り継ぎの有無 

 

－ 
幹線バス、おでかけなんじぃ、
タクシー、航路の利用頻度の
変化 

 

－ 

南城市の公共交通サービスの
評価 

路線バスルート、路線
バスの運行頻度、路線
バスの運賃、路線のわ
かりやすさ、バス停の
整備状況の満足度（前
回は H27 に調査） 

－ 
再編後の公共交通サービスへ
の要望 

 

新たな公共
交通網の考
え方 

市外のネットワーク形成意向 －  

市外の立ち寄り施設・ルートの提
案 

－ 
 

市内の立ち寄り施設・ルートの提
案 

－ 
 

新たな交通
拠点の考え
方 

交通拠点の機能・施設の要望 －  

交通拠点の観光客向けの機能・施
設の要望 

－ 
 

その他 自由意見 同左  
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１）市民アンケート調査結果（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8.通勤での外出頻度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-9. 通学目的の移動の有無  

 

  

通勤での外出頻度（一つに〇） 

●通勤での外出頻度は、「週に 5 日程度」が 76.2%と約 3/4 を占めている。 
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76.2 

週に数日

程度
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0.4 
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無回答

2.5 
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通学目的での外出はありますか。 

●回答者の約 1 割が通学目的での外出がある。 

●年代別では 10 代が 92％、20 代が 33％であり、若い世代が多い。 

ある

9.4 

ない

70.9 

無回答

19.6 

N = 942

%

%

%

92%

33%

8%

9%

7%

2%

2%

8%

67%

92%

91%

93%

98%

98%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

ある ない

N=51

N=33

N=52

N=117

N=124

N=191

N=183



- 11 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-10.買い物目的の移動の有無  

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11.その他私用での移動の有無 

 

 

買い物目的での外出はありますか。 

●回答者の約 9 割が買い物での外出があると回答している。 

●年代別では、10 代以外の年代で約 9 割があると回答しており、買い物目的の外出は年代

層が広いことが分かる。 
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［2-4］その他、私用等での外出はありますか。 

●回答者の 9 割近くがその他の私用で外出している。 

●年代別では 30 代以上が 9 割以上となっており、年代が上がるにつれて私用等の外出が

増えている。 
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図-12.外出頻度の増減  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-13.外出状況の変化  

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、外出頻度に増減はありますか。（ひとつに○） 

●新型コロナウイルス感染拡大に伴い、41.1%の方が「外出頻度がとても減った（半減）」

と回答しており、その他にも 28.3%が「外出頻度が減った（2～3 割減）」、13.6%が

「外出頻度が減った（1 割減）」とあわせて 9 割近くの方の外出頻度が減少している。 
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（あてはまるものすべてに○） 

●「人が多い場所への外出を減らしている」や「人が多い時間帯の外出を減らしている」、

「まとめ買いをするようにしている」といった項目に回答が集まっている。 
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3.2 観光客アンケート 

 

 

 

 

 

表 7.観光客アンケートの調査概要 

項目 H27 調査 R2 調査 

調査対象 

施設 

おきなわワールド、がんじゅう駅・南城

市地域物産館、カフェくるくま、あざま

サンサンビーチ・安座真港船待合所、ユ

インチホテル南城の 5 箇所 

左記にいまいゆ市場を追加した 6 箇所 

※あざまサンサンビーチは今回調査時は

休業期間 

調査対象 対象施設を訪れた 18 歳以上の観光客

（県内居住者含む） 

同左 

調査方法 調査員によるアンケート実施 同左 

回収票数 目標 500 票（回収 596 票） 同左 

調査実施 

時期 

9 月 11 月 

 

 

 

  

●網計画の評価、2019 年 10 月の再編後の公共交通の利用状況、新型コロナによる行動変容の

実態等を把握するため、観光客アンケートを実施しました。 

●調査は新型コロナの感染が落ち着いた 11 月 21 日、22 日の連休期間に実施しました。 

●なお、アンケート結果概要は P15 以降に、中間評価に関する結果は資料④に記載しています。 
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表 8.観光客アンケートの把握項目 

区分 H27 調査 R2 調査 該当する網計画の目標値 

属性 性別、年齢、居住地、運転

免許の有無 

同左  

グループ類型 同左  

沖縄への訪問回数 同左  

南城市への訪問回数 同左  

沖縄県と南城市の滞在日数 同左  

沖縄旅行の形態 同左  

－ 
新型コロナによる旅行行程

等の変化 

 

南城市まで

のアクセス 

南城市までの交通手段 同左 観光客の路線バスの分担

率 

路線バス利用者の支払い方

法 
－ 

 

－ 
レンタカーの借り受け状況

（H30 で把握） 

 

交通に関する情報収集状況 同左  

交通手段選択理由 同左  

南城市の観

光 

南城市観光の情報収集状況 同左  

観光施設の認知度 同左  

南城市訪問利理由 同左  

立ち寄り先と移動手段 同左  

南城市観光の満足度 同左  

南城市への再来訪意向 同左  

おでかけな

んじぃ 

おでかけなんじぃの認知度 －  

おでかけなんじぃが内場合

の訪問意向 
－ 

 

行程変更の可能性 －  

新たな取り

組 み へ の

ニーズ 
－ 

GTFS の認知度、N バス等

のGTFS対応についての認

知度、GTFS データの利用

状況 

 

－ 

MaaS の認知度、MaaS へ

のニーズ、MaaS に取り込

んでほしいサービス 

 

－ 
上記サービス導入による公

共交通転換の可能性 

 

その他 自由意見 同左  
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１）観光客アンケート調査結果（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-14.回答者の居住地（県内・県外の地域も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-15.回答者の同行者 

 

お住まいを教えてください。沖縄県内からお越しの方は、市町村名もあわせてお願いいたします。 

●居住地は「県外」が 61.6%と半数以上を占める。 
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●「夫婦・カップル」と「家族」が 6 割以上を占めている。 
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図-16.回答者の南城市への旅行回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-17.GoTo トラベルキャンペーンの影響の有無 

  

すべての方にうかがいます。南城市への旅行は何回目になりますか。 

●「はじめて」が 4 割近い回答で一番多いものの、「2 回目」～「5 回目」を合計すると

半数以上の回答になるため、訪問者全体ではリピーターが多い。 
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今回の旅行実施にあたり、GoTo トラベルキャンペーンの影響はありますか 

●「とてもある」「ややある」で約 6 割以上であり、GoTo トラベルキャンペーンの影響

は大きい。 
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図-18.新型コロナウィルス感染拡大の旅行時期や日数への影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-19.新型コロナウイルス感染拡大により、旅行先で控えている行動 

  

今回の旅行の時期や日数は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けていますか。 

（あてはまる番号すべてに〇） 

●「特になし」が 7 割以上であることから、旅行の時期や日数においては新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響はあまり大きくない。 
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●「団体での行動を控えている」が 3 割以上であり、新型コロナウイルス感染拡大の影響

から大勢での旅行に抵抗があるということが分かる。 
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図-20.南城市までの利用交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-21.滞在時間増加のためのアイデア 

南城市内までのアクセスについてうかがいます。 

南城市までの利用交通手段を教えてください。（ひとつに〇） 

●「レンタカー」が 51.5%、「マイカー」が 29.4%であり、車での来訪が非常に多い。 
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●一番多い回答が「観光施設を循環するバス」であり、次いで「均一運賃のタクシー」で 

あることから、南城市内を循環できるような移動サービスのニーズが高い。 
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